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資質・能力を育む21世紀型英語授業の探究
ー中学 1年生でのアクティヴラーニング(AL)を可能にする英語授業の実践ー
多賀徹哉
What can teachers do to develop students'abilities for Active Leaming? This is the main topic of this 
report. First, the abilities needed for AL are identified. Second, activities to develop the abilities are described 
with a teaching plan. 
1 . はじめに
2 1世紀の世界を担う子供たちの何を育てること
が屯要なのか。このテーマにおいて強調されるのが
「資質・能力の育成」である。実際の授業の中では
アクティヴ ラーニング (AL)も具体的な取り組み
の一つとなろう。小学校から中学校・高等学校・大
学を通じて， ALを晶にした学びの方向に動いている。
筆者がAL活動にしつかりと踏み込んでいるかという
とまだまだその端緒についたばかりと言わざるを得
ない。関連する活動を様々な授業の中で行ってはい
るが一連の流れの中で 1つの課題に向かって授業を
積み重ねるような実践はまだできていない。実際に
取り組んでおられる先生力.の実践例を見たり，いく
らか文献をあたってはいる。現在曖昧ながらイメー
ジしているALと異なることもある。
さて， ALと本稿で報告する授業の関連は次のよう
なことから始まる。
当校は平成 27年度 (2015年）にスーパーグローバル
ハイスクール（以下 SGH)に採用された。筆者は当時中
学 1年生の英語を担当していた。生徒たちが高校2年牛
になるとき，学校は SGHとしての最終年を迎える。そ
のとき， SGHとして，授業の中で，あるいは， SGHの
様々なプロジェクトに生徒たちは取り糾んでいるはずで
ある。その生徒たちを想像するとき，ある一つの光景が
浮かぶのである。それは，授業（英語）にしろ，プロジ
ェクトにしろ，生徒たちが英語を言語としながら活動し
ている，というものである。成果発表の段階でレポート
やプレゼンテーションを英語で行うというのはよくある
が，牛徒同十が英語でやり取りしながら活動できること
がグローバル化時代の生徒の能力のひとつであろう。
その能力をつけるために中学校の段階でできることは
ないだろうか， と考え始めたのがここで報告する授業を
計画するきっかけである。
本稿では，次の 2点をまとめた。
1 . 牛徒につけたい資質・能力のうち 2点を取り上げ，
それらを育む授業の概念。
2. 牛徒が英語を使いながら活動を運営する力をつける
授業の報告。
2015年度に担当した，中学 1年生で可能な授業を報
告する。
2. ALの定義
本稿で報告する中学 1年生の英語授業は，筆者が個人
的に定義する ALの考えに基づいて行ったものである。
公的な出版物，研究者や現場教員が提唱するものとは多
少異なっている点もある。むしろ，考え足らずの点があ
ることも事実である。そもそも， SGHのプロジェクト
の途中の活動を英語で運営するなどということは校内の
コンセンサス l:.でのことではない。筆者の個人的な理想
である。その理想の実現を目指しての授菓の創造である。
ALを『一方的な知識伝達型講義を聴くという（受動
的）学習を乗り越える意味での，あらゆる能動的な学習
のこと。能動的な学習には，書く・話す• 発表するなど
の活動への関与と，そこで生じる認知プロセスの外化を
伴う』と定義している研究書もある。
これを単純に英語の授業に置き換えると，例えば，生
徒同士の Q&Aや 1分間スピーチと質疑など， 日常的
に行っている授業の活動は ALと言えるだろう。
原稿を用意ずる＝書く。
発表する＝話す。
質間する＝話す。
あるいは教科書を使って学習する場合に，分担して本
文内容を説明する。質間を作る。なども ALと言えるだ
ろう。どれも講義型の学びではないからである。
こうした， 日ごろの授業でごく普通に行われているも
のを ALと呼ぶ口［能性を筆者は否定しない。しかし，筆
者はALを少し別なところに置きたい。
それは，筆者にとっての ALは「日ごろの授業で発生
した，あるいは生徒が発見した間題点や課題について，
その理由や解決策を模索する一連の活動」である。
英語授業（教材）を基に，生徒が間題・課題を見つけ
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